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付･1･5･ ヘマ トク リット(Hb)値･7 グロビン
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表皿.1- 1 職場別,鉛暴露体験者数(1985年調査 )
表皿.1- 2 鉛特殊健診年次別別受診状況および健診
結果



















表Ⅱ･1-14 VDT労働 ･視機能低下 ･疲労 ･精神症
状 ･預肩腕障害に関する相関分析 (一次ス
クリー ニング要精密検査者,N- 39)




























自覚症状 (神経 ･感覚等 )
自覚症状 (呼吸器 ･消化器系等)



























































































































員数- 860人, 1987.7. 1現在)を選定した｡
表1-1 N新聞社固定給の従業員数､平均年齢､
平均勤続年数の推移
年 次(LI.1現在) 従 業 員 数 平埼年齢 平均勤続年数本社 男 女 総計
1976年 人 人914 人 人 読33.9 午1,017 103 1,707 10.1
81 864 817 47 1,399 39.0 16.0
82 854 811 43 1,380 40.5 17.1
85 815 781 34 1,332 41.8 18.3
86 817 778 39 1,339 42.2 19.3







































































































































































































職 場 N 鉛暴露体験
0.全 体 人 % ^ % %453 100.018140.0(100.0)
1. 工務局 159 100.012779.9(70.2)
2. 編集局 65 1(泊.0 2233.8(12.1)
3.販売 .事業 .出版 169 100.0 2716.0(14.9)





















年 次 対象者 受診者 異常無 .要観察 要 精 密 要 治 療人 人 人 % 人 % 人 %
1975年 - 346 215 62.1 0 0.0 131 37.9
76 - 320 261 81.6 2 0.6 57 17.8
77 - 304 254 83.6 5 1.6 45 14.8
78 l 314 301 95.9 0 0.0 13 4.1
79 - 322 302 93.8 2 0.6 18 5.6
80 - 302 291 96.4 4 1∴3 7 2.3
81 - 261 253 96.9 2 0.8 6 2.3
82 - 203 193 95.1 6 3.0 4 2.0
83 189 184 181 98.4 1 0.5 2 1.1
84 181 172 156 90_7 14 8.1 2 1.2
85 174 167 165 98.8 2 1.2 0 0.0




















表皿.1-3 尿中鉛量 (誘発法2時間値 ),
∂-ALA値,経験年数
年 平 ■均 平 均 a-ALA値(N-42) 経験年数 尿中鉛量
















































































































































年 次 対 象 者 受 診 者 異 常 無 し 要 観 察 要注意 .要治療人 人 人 % 人 % 人 %
1976年 - 28 23 82.1 4 14.3 1 3.6
77 - 47 18 _38.3 20 42.6 9 19.1
78 - 47 23 48.9 21 44.7 3 6.4
79 - 42 19 45.2 23 54.8 0 0_0
80 - 41 25 61.0 16 39.0 0 0.0
81 - 43 23 53.5 20 46.5 0 0.0
82 - 46 25 54.3 21 45.7 0 0.0
83春 辛. 59 *55 21 38.2 32 58.2 2 3.6
83秋 **104 ** 99 34 34.3 62 62.6 3 3.0
84 34 27 9 33.3 18 66.7 0 0.0
85 36 36 14 38.9 22 61.1 0 0ー0




























































































年 次 受診数 平均年齢 SD
1984年 人 読74 43.1 6.22
85年 78 42.6 6.60
86年 98 41.7 8.26




































業形態の区分のA- 1,B- 2, C- 3,D-4
にそれぞれ対応している｡87年でみると､ ｢一日
の労働時間を通じて連続 VDT作業に専ら従事｣












表Ⅲ.1-6 VDT作業形態 (作業時間 )
VDT作業形態 1986年 1987年
N ^ % ^ @S6.100.8 94 1(刀.0
1.連続して専ら従事 39 39.8 32 34.0
2.断節的に専ら従事 7 7.1 17 18.1
3. 1日1時間以上 28 28.6 18 19.1




















年 次 受 診 者数 1.特に問題なし 2. 要観察 3. 要注意 4.要治療
1985年 人 % 人 % 人 % 人 % 人 %78 100.0 8 10_3 30 38.5 40 51.3 0 0.0
86 98 100.0 5 5.1 57 58.2 31 31.6 l l.0














年 次 受診者数 1. 逮 2.要注意 3.要精査(不適)
1985年 人 % 人 % 人 % 人 %7810.02734.6 1620.5 3544.9








































表AE.1-9 Elの症状 (1986年 ･男 )
症 状N-98(100.0%) よ く あ る 時 々 あ る4点 ◎ 3点 ○ 2点 ◎1点 ○
1. 日が疲れる 入 信 人 ¢ 人 位 人 ¢17 17.3 22 22.4 0 0.0 43 43.5
2. 充血する 3 3.1 5 5.1 0 0.0 13 13.3
3_ めやにが出る 3 3.1 9 9.2 21 21.4 65 66.3
4. 日の圧迫感 ,- l l.0 7 7.1 0 0.0 13 13.3
5. 日の奥が痛い 1 1ー0 5 5.1 0 0.0 12 12_2
6. 日が重い 2 2.0 6 6.1 0 0.0 18 18.4
7. 日の芯が痛い 0 0.0 5 5.1 0 0.0 10 10.2
8. 日を押さえると痛いが気拝がよい 4 4.1 13 13.3 0 0.0 23 23.5
9. 日をあけているのがつらい 0 0.0 2 2.0 0 0.0 7 7.1
10. なみだが出る l l.0 3 3.1 0 0_0 14 14.3
12. 日がかわく 0 0.0 2 2.0 0 0.0 4 4.1
13. まぶしい l l.0 4 4.1 0 0.0 19 19.4
14ー チカチカする 0 0.0 5 5.1 0 0.0. 18 18.4
15. かゆし､ 0 0.0 4 4.1 l l.0 12 12.2
16. まぶたがピクビクする l l.0 6 6.1 0 0.0 20 20ー4
17. ち.つめているとボケる 3 3.1 4 4.1 0 0.0 13 13.3
18. ラチラチする 0 0.0 4 4.1 0 0.0 17 17.3
19.二重にみえる 3 3.1 4 4.1 0 0.0 13 13.3
20ー かすむ 0 0.0 10 10.2 0 0.0 18 18.4
21. 焦点があiつない l l._0 5 5.1 0 0.0 11 11ー2
22. 視力がおちたよう 10 10.2 18 18.4 l l.0 37 37.8
23. 頭痛 l l.0 0 0ー0 l l.0 15 15.3
24. 片頭痛 0 0.0 0 0.0 l l.0 8 8,2
!25. 前頭部痛 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 2.0
26.眉間の部分が痛い 0 0.0 0 0.0 0 0.0 8 8.写
27. 豆如ミ重い 0 0.0 1 1ー0 0 0.0 15 15.3
28. 頭をふると痛い 0 0.0 l l.0 0 0.0 5 5.1
29. 頭が~ぼんやりする 0 0.0 0 0.0 0 0.0 9 9.2
30_ のぼせる 0 0.0 l l.0 0 0.0 5 5.1
31. 見つめていると気持ちが悪 くなる 0 0.0 l l.0 0 0.0 0 0.0
32. はき気がする 0 0.0 0 0.0 0 0.0 4 4.1
33. イライラする 0 0.0 l l.0 0 0.0 14 14.3
34. 7ワフワする 0 0.0 l l.0 0 0.0 9 9.2
35. めまい 0 0.0 l l.0 0 0.0 12 12.2
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表Ⅲ.1-10 VDT健康年次別目の疲労スコア-
年 次 N 目の疲労スコア-
1984年 人 スコア- SD74 9.14 9.72
85年 78 10.26 12.90
















年次 N 預 肩 腕 背 腰 摘 頚肩騎障スコア- スコア- 害スコア-
1984年 人 スコア-SD スコア-SD スコア-SD74 5.58 7.47 2.80 5.08 8.3611.10
85年 78 5.55 9.41 2.42 5.39 7.9714.27














表Ⅲ1-12 VDT労働 ･視機能低下 ･疲労 .精神症状 ･頭肩碗障害に関する相関分析
(1986年､男､N新聞社 )
指 標 (1986年､N-98) A 視機能低下 B 日の.疲 労 C 精 神 症 状 D 頚肩肺障害
1. 年 齢 T 0.2715* -0.1231 -0.1147 -0.0672
2. VDT作業時間 T -0.1552 0.0895 0.0730 0.0537
3. 視校能低下傾向T 1.0000 0_0045 0.0659 0.0871
4, 日の疲労自覚症状 T 0.0045 1_0000 0.3337** 0.6072**
5. 蓄積疲労日登症状 T 0.1883 0.2722* 0.3623** 0.2343
6. 健康不安 T -0.0372 0.0499 0.2875* 0.0169
7. 頚肩隣障害スコアT 0.0871 0.6072** 0.3326** 1.0000
8. 身体症状スコアT -0,0372 0.4788** 0.6837** 0.4185**
9. 精神症状スコアT 0.0659 0.3337** 1.0000 0.3326**
10. 睡眠障害 -0.1095 0.0499 0.2064 0ー1811
ll. 抑うつ症状 T 0.1893 0.0231 0.4425** 0.1184
12. ゆとり欠乏傾向T -0ー0182 0.2661* 0.2518* 0.1534
13. タイプA行動傾向T -0.0652 0.4030** 0.5132** 0.2988*
14. 喫遠習慣 T -0.1668 0.0538 0.0394 0.0082
15. 飲酒習慣 T -0.0066 0.0113 0.2198 0.0270
】6. 喫茶〔コー ヒー )習慣T -0.2068 0.1336 0.1484 0.0556
17. 垣力(右 )I -0ー2261 0.1293 0.0218 0.1581
18. 背筋力T -0.1773 0.2299 0.0423 0.0986
19. 頚肩所見スコアT 0.0188 0.2399* 0.2591* 0.4231**




















































表別1-13 VDT作業者健診一次スクリー ニング･二次健診成績 (1987年 )
総合判定 全 体 (男) 異常なし 要 観 察 要 注 意
指標 (N) (94) (55) (21) (18)
1.頭肩腕スコアA 平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD7.51 8.429 3.40 4.680 13.00 10.044 13.66 &267
2. 日疲労スコアA 10.45 10.293 5.16 5,432 16.33 10.417 19.77 11.527
3. 年 齢 39.95 9.142 39.14-10.378 39,42 7.242 43.05 6.384
4. 頭肩腕スコアB ll.71 9.519 13.05 9.800
5. 日疲労スコアB 16.52 16.314 15,88 14.756
6.両眼視力 5Tn 9.90 2.406 8.55 2.935
7. 50m 10.85 1.768 8.33 2.765
8. 30cm 10.09 2.427 6.44 2.914
9. 握 力 右 45.37 6.322 42.66 6.462
10. 〝 左 42.30 6.764 40.66 5.514
ll. 背 筋 力 115.30 14.462 107.35 14.804
12. 頭肩所見スコア 1.95 2.616 2.50 3.451
13. 膜所見 スコア 2.50 3.451 1.66 3.009






た｡表 皿.1-12と比較してみると､頚肩腕症状や での正の相関が認められ､ ｢日の疲労｣指標との
日の疲労などの自覚症状の訴えが一定水準以上に 相関はやはり認められなかった｡
表U.1-14 VDT労働 ･視機能低下 ･疲労 ･精神症状 ･預肩腕障害に関する相関分析
(一次スクリー ニングで要精密検査者､N=39)
指 標 (1987年 ) A 視校能低下 B 目の 疲 労 C 精 神 症 状 D 頭肩腕障害
1. 年 齢T 0.5975** -0.0472 -0.0119 -0.0423
2. VDT作業時間 T -0.1541 0.0202 -0.1841 -0.014
3一 視機能低下傾向T 1_0000 0.0653 -0.0413 0.5643**
4. 日の疲労自覚症状 T 0.0653 1.0000 0.6691** 0.7644**
5. 蓄積疲労傾向T -0.0543 0.1828 0.1707 0.2817
6. 健康不安 T -0.0422 0.4540** 0.4508** 0.4028**
7. 頚肩肺障害スコアT -0.0816 0.7644** 0.5643** 1.0000
8. 身体症状スコアT -0.1005 0.7207** 0.8190** 0.7231**
9.精神症状スコアT -0.0413 0.6691** 1.0000 0.5643**
10. 睡眠障害 -0.2001 0.3830** 0.5258** 0.3992**
ll. 抑うつ症状 T 0.2049 0.3447** 0ー4733** 0.2016
12_ ゆとり欠乏傾向T -0.0880 0.3950** 0.6298** 0.4413**
13. タイプA行動傾向T 0.1370 0.2710 0.6722** 0.3115
14.喫煙習慣 T - 0.0516 0.2481* 0.3053* 0.3701**
15. 飲酒習慣 T 0.1941 0.4000** 0.4328** 0.3569**
16. コーヒー喫茶習慣 T -0.0284 0.2196 0.4457** 0.3072*
17. 提力(右 )T -0.1505 0.2359 -0.0311 0.3434
18. 背筋力T -0.2499 0.1612 -0.3418 0.0984




















































表EI1-15 1986年VDT健診 (男199､女77)指標とN新聞社･年齢 ･性差の相関分析
指 標 (1986年 ) A N新 聞 社 B 年 齢 T C.性差 (男 )
1. 年 齢 T 0.3391** 1.0000 0,0825
2. VDT作業時間 ~0.3625** 0.0812 0.0937
3.視楼能低下傾向T 0.2004** 0.2391** 0.1023
4. 日の疲労自覚症状 T -0.1057 -0.0896 -0.1161
5.蓄積疲労傾向T -0.0712 -0.1421 0.1418
6.健康不安T 0.1652** 0.0926 0.0429
7.頚肩腕障害スコ7T -0.1491 -0.0332 -0.2370**
8.身体症状スコアT 0.1575** -0.0371 0.1359*
9. 精神症状スコアT 0.0810 -0.0654 0.0554
10. 睡眠障害T 0.0623 -0.1182* -0.0260
ll. 抑うつ症状 T -0.0240 -0.0293 -0.0771
12.ゆとり欠乏傾向T 0.1522** -0.1055* 0.0608
13. タイプA行動傾向T -0.0664 -0.0522 0.0562
14. 喫煙習慣T 0,3611** 0.0572 0.3291**
15. 飲酒習慣T 0.1932** 0.0732 0.1963**
16.喫茶 (コーヒー)習慣 T 0.1609** -0.0404 0.1188*
17. 握 力(右 )T 0.14717 -0.0788 0.7319**
18.背筋力T 0.1317 -0.1151 0.7000**





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































測定検査 1.-身長 .体重.2. 血圧,3. 視校陀検査 (20a,50`Ⅶ,5m),4. タッピング,5. つまみ
力,6. 握力 7. 背筋力,8. エキスパンダー,
J也 9. 運動 .伸展テスト
M edical SoPialWorkerによる面酎













































評 価 A 改 善 B変化なし C 悪 化 合 計
1. 異常なし 35 〔8〕 8 - 43 (70.5)
2. 要 観 察 4 〔22〕 5 0 9 (14.8)
3. 要 注 意 0 〔31〕 7 2 9 (14.8)
4. 要 治 療 - 〔o〕 o 0 o (0.0)
合 計 39 (63.9) 20 (32.8) 2 (3.3) 61 (1∝l.0)
(注) 1.単位 :人､ 〔 〕内1985年の人数､ ( )内%
2. 1985年健診の総合判定結果との比較
表Ⅲ.1-17 N新聞社VDT健診視機能判定結果 (1988年9月) N-61
評 価 A 改 善 B変化なし C 悪 化 合 計 非二次健診
1.逮 1 〔6〕 5 - 6 (33.3) 〔15〕 (34.8)
2.要注意 3 〔5〕 3 1 7 (38.9) 〔9〕 (20.9)
3.要精密 - 〔7〕 4 1 5 (27.8) 〔19〕 (44.2)
合 計 4 (22.2) 12 (66.7) 2 (l.1) 18 (100.0) 43 (100.0)




表Ⅲ.1- 18 N新聞社VDT健診の頭肩腕障害 ･目の疲労自覚症状の推移 (N-67､8)
日 の 疲 労'86 ES '88*昏 肩 腕 障 害 ス コ ア 且 ス コア ± ス コ ア 甘 計
ス コ ア 且 18 (26.9) 1 (1.5) 8 (12.0) 27 (40.3)
ス コ ア ± 10 (14.9) 3 (4.5) 5 (7.5) 18 (26.8)
ス コ ア 甘 10 (14.9) o(0.0)- 12 (17.9) 22 (32.8)
単位 :人､()内申
表皿｡1-19 N新聞社VDT健診の簸肩腕障害 ･目の疲労自覚症状スコ7の推移
88*甘6年 N6人 穿 肩 腕 障 害 ス コア N6人 日 の 疲 労 ス コ ア'88年 ヰ '86年 '88年 ヰ '86年
A 27 5.6士 5.20 12.4± 10.15 38 5_7± 5.20 13.1±11.97
± 18 2.3± 4.14 4 0.5j=5.20
廿 22 9.0士 8.00 3.4± 3.78 25 17.2±10.73 10.0± 8.36
計 67 5.9l+ 6.65 6,8± 8.46 67 9.7± 9.64 ll.2±10.74
±-標準偏差
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付表.1-2 自覚症状 - その1(疲労症状等)
付表.1-1 一般定期健診 (春季)
年次別､受診者数 ･受診率
年 次 対象老人 受診老人 受診率%
1976年 1,147 1,105 96.3
77 1,108 1,063 95.9
78 1.081 1,022 94.5
79 998 953 96.5
80 961 932 97.0
81 945 916 96.9
82 953 923 96.9
83 948 ~917 96.7
84 904 864 95.6
85 896 859 95.9
86 888 859 96.7














問診票質問項目 (疲労症状等) 1986年 1982年
^ % ^ %
N 660 100.0 472 100.0




2 風邪をひきやすい 129 19.5 77 16.3
3 もの忘れしやすい 125 18.9 70 14.8
4 根気がない 111 16.8 70 14.8
6 いらいらしやすい 107 16.2 50 10.6
9 ねつきが悪い 78 11.8
7 不安になりやすい 54 8.2 28 5.9





付表.1- 4では､ ｢酒が弱 くなった｣と訴える
者が82年の31.6%から86年には40%と顕著に増加






問診票質問項目 (神経 .感覚等) 1986年 1982年
^ % ^ %
N 660 100.0 472 100.0
13頭痛 .頭壷感がある 55 8.3 39 8.3
15視力が低下した 349 52.9 163 34.5
16物が二重にみえる 84 12.7 37 7.8
22めまいがする 36 5.5 24 5_1
21聞こえにくくなった 68 10.3 39 8.3
付表.1-4 自覚症状 - その3 (呼吸器 ･消化器系等)
問診票質問項目 (呼吸器 ･消化器系等)
1986年 1982年








































































































午 最 大 血 圧 最 小 血 圧
計 年齢階層 ('86年の年齢) 計 年齢階層 ('86年の年齢)
-39 40-49 50- -39 40-49 50-
1986* 人 777 228 370 179 777 228 370 179'
年齢 43.8 34.2 45.0 53.7 43.8 34.2 45.0 53.7
SD 8.12 5,63 3.20 2.43 8.12 5.63 3.20 2.43
mmHg 129,3 127.5 128.3 133.7 81.7 79.9 81.6 84.1
SD 17.38 16.64 16.66 19.04 12.98 12.76 12.94 13.05
1980年 人 623 152 323 148 623 152 323 148mmHg 16.2 24.6 15.4 29.7 78.8 75.63 78.7 82.1
SD 16.14 14.37 16.15 17.38 ll.13 10.34 ll.49 10.17
1976年 人 679 182 332 165 676 180 332 165mmHg 123.5 21.4 12.3 28.-4 7.0 74.58 76.6 80.6
付表.1-7 ランク別､最大血圧値の比較 (1976年､ 1986年)
1986年 1976年
人 数 平均年齢 人 数 平均年齢
^ % 歳 SD ^ % 歳 SD
計 777 100. 43.8 8.12 679 100▲ 34.5 7.19
～ 140mmHg 585 75_3 43.1 8.18 576 84.8 34.1 7.07





















午 GOT (IU/e､30℃) GPT (IU/2､30℃)
計 年齢階層 ('86年の年齢) 計 年齢階層 ('86年の年齢)
-39 40-49 50- -一39 40-ノ49 50-
1986年 人 777 228 370 179 777 228 370 179
年齢 43.8 34,2 45.0 53.7 ~43.8 34.2 45_0 53,7
SD 8.12 5.63 3.20 2.43 8.12 5.63 3.20 2.43
平均値 23.75 23.90 23.83 24.69 17.56 17.71 17.69 17.09
SD 10.53 9.18 9.97 13.00 12.00 12.66 ll.39 12,42
1980年 人 ~ 617 151 321 145 617 151 321 145平均値 20.22 19.68 0.38 20.42 8.01 17.64 18.32 17.74
SD 8.67 8.28 8.92 8.54 ll.41 ll.37 ll.30 ll_74
1976年 人 677 181 331 165 677 181 331 165平均値 26.17 25.60 26.03 27.07 20.29 20.08 19.91 21.27
付表.1-9 年齢階層別､TC､UA値の推移
午 TC (喝 / e) UA (mg/ e)
計 年齢階層 ('86年の年齢) 計 年齢階層 ('86年の年齢)
-39 40.､-49 沃)- -39 40-49 50-
1986年観察数 人 777 228 370 179 777 228 370 179年 齢 43.8 34.2 45.0 53.7 43.8 34,2 45.0 53.77
SD 8.12 5.63 3.20 2.43 8.12 5.63 3.20 2.43
1986* 人 766 226 365 175 766 226 365 175平均値 19.5 187.3 199.5 202.4 .22 .24 6.22 6.18
SD 36.08 35.53 36_18 34.49 1.33 1.38 1.33 1,27
1980年 人 616 151 320 145 615 151 320 144平均値 182.0 77.8 181.9 86_7 6.25 6.19 6.28 6.24
SD 33.61 35.43 32.05 34.65 1.39 1.34 1.39 1.43


























付表.1-10 ヘマ トクリット値 (1976年､1985年)の比較
Ht 1976年 計愉 平均45_19±3.953 (N-676)
1985年平均45.74±3.098OJ-76) 値 - 39 40 -
- 39 18 - 4.0 14 1 3.1 32 人 7.1%
40- 65 T 14.3 356- 78.6 421人 92.9%
-改善 ･悪化なし､1悪化､†改善
付表.1111 ヘモグロビン値 (1976年､1985年)の比較
Hb 1976年 計(g/dD 平均 15.32±2.174 (N-676)
1985年平均 15.24± .11(N±765) 値 - 13 14 -
- 13 21- 4.6 19 1 4.2 40 人 8.8%
14- 65 T 14.3 348 - 76.8 413 人 91.2%
-改善 ･悪化なし､1悪化､ †改善

























付表.1-12 1986年一般健康定期診断 (春季 )資料の相関分析指標投入件数
指 標 (1986年) 人 数 割 合 備 考(男,N-777) 人 %
1.年齢 T 平均年齢 43.8 ～39-228,40-49-370,50--179
2.工務局 (熟練労働者) 177 22.8 16項 目マルチ3 保健行動 T
4.タイプA行動傾向 T 7項 目マルチ
5.飲酒習慣 T 341 43.9 毎日の飲酒者
6.輿煙習慣 T 364 46.8 毎日20本以上の喫煙者得点による6項 目マルチ5項目マルチ
7二疲労感 T 210 31ー8
8.蓄積疲労感 T
9.精神的ストレス感 T 168 21.6
10.抑 うつ症伏 T
ll.精神的疲労感 T 175 22,5
12.身体的疲労感 T 196 25.2
13.視捺能低下感 T 84 10.8
14 胃腸自覚症伏 T
15.空自肩腕自覚症伏 T 2項 目マルチ
16._背腰部自覚症伏 T 2項目マルチ
17.自覚症伏多愁訴傾向 T 45項 目マルチ
18.既往歴体験 55項目マルチ
付表.1-13 属性 ･保健行動 :自覚症状指標の相関分析マトリックス
指 標 (1986年) 1.年 齢 T 2.工 務 局 3.保健行動 4.タイプA
1. 年齢 T 1.0000 -0.0182 0.1580** 0.0387
2.工務局 (熟練労働者) -0.0182 1,0000 0.0622 -0.0817*
3. 保健行動 T 0.1580** 0.0622 1.0000 0.2422**
4. タイプA行動傾向 T 0.0387 -0.0817* 0.2422** 1.0000
5_飲酒習慣 T 0.0963* 0.0500 0.0941* 0.1742**
6. 契煙習慣 T 0.0131 ~ 0.0180 0.0099 0.1664**
7. 疲労感 T -0.0183 0.0467 0.0042 0.1802**
8. 蓄積疲労感 T 0.0094 0.0227 0.1720** 0.0833*
9. 精神的ストレス感 T -0.0148 -0.0709 0.0168 0.2411**
10.抑 うつ症状 T -0.0913* -0.0004 0.0089 0.2209**
ll.精神的疲労感 T -0.0305 -0.0318 0.0201 0.2218**
12.身体的疲労感 T -0.0051 0.0147 0.0048 0.2279**
13.視機能低下感T 0.1401** 0.1261** 0.1005* 0.1889**
14.胃腸自覚症状 T -0.1214*f 0.0142 0.0151 0.1996**
15.頚肩腕自覚症状 T 0.0184 0∴1056* 0.0491 0.2034* *
16.背腰部自覚症状 T 0.0130 0.1190** 0.0337 0.1899**
17.自覚症状多愁訴傾向 T -0.0082 0.0459 0.0575 0.3074**
18.既往歴体験 0.2010** 0.0512 0.9007** 0.3975**
19.現病歴体験 0.1615** 0.0542 0.2051** 0.0877*























付表.1-14 ｢保健行動｣指標に用いた質問項目と回答 数 (1986 年)
項 目 N-777 (100.0) ｢はい ｣の回答
1. 毎日規則正しく食事をとっている 509^ 65.5 %
2. 毎食野菜を欠かさない 392 50.5
3. 甘味の飲食物はできるだけひかえている 317 40.8
4. 塩辛いものはできるだけひかえている 253 32.6
5_ とうふ等の大豆製品をとるようにしている 431 55.5
6. タバ コは吸わないようにしている 325 41.8
7. 酒はなるべ く飲まないようにしている 187 24.1
8. 間食や夜食をひかえている 410 52.8
9. 動物性の脂肪を含んだ食品をひかえている 289 37.2
10.十分な陸眠時間をとっている 390 50.0
ll.疲労回復のために休暇 .休 日を利用している 479 61.6
12.疲労を感 じたら休息をとる 434 55.9
14._規則的に自分なりの運動をしている 238 30.6
15_歩 くなどの軽い運動をするようにしている 408 52.5
付表.1-15 ｢タイプA行動傾向｣指標に用いた質問項目と回答数 (1986年)
項 目 1. し､つもそうである 2,だいたいそうである 3. ときどきそうである :4.獲)つたにそんなことは
N-777 (16'0.0) (5点) (4点) (1点) い(0点)
1. 自分の話したいことを急いで話そうとした ^ %15 1.9 ^ %97 12.5 ^ %27134.9 ^ %36246.6
り､話したくなると一気にしゃべらずにはい
られない 117 15.1 238 30.6 19124.6 20125.92. 歩いたり､食べたりするのが速い
3. 人と話すとき､急がさずにはいられない 16 2.1 84 10.8 20926.9 43856.4
4. 道路で渋滞した り､列で並はされた.り､飲 82 10_6 181 23.3 30138.7 190 24.5
食店で席が空くのを待たされたりすると､イ


























指 標 (1986年) 8.苔 . 置 9.精 神 的 ll.精 神 的 12.身 体 的疲 労 感 ス トレス感 疲 労 感 疲 労 感
1. 年齢T 0.0094 -0.0148 0.0305 0.0051
.2.工務局 (熟練労働者) 0.0227 -0.0709 0.0318 0.0147
3.保健行動T -0.1720** 0.0168 0.0201 0.0048
4. タイプA行動傾向T 0.0833* 0.2441** 0.2218** 0.2279**
5_ 飲酒習慣 T -0.0108 0.0999* 0.1063** 0.0945*
6. 契煙習慣 T 0.0685 0.1250** 0.0517 0.1085**
7. 疲労感 T 0.3779** 0.3641* * 0.■4242** 0.6405**
8. 著積疲労感T 1.0000 0.2383** 0ー2550** 0.3330**
9, 精神的ストレス感 T 0.2383** 1.0000 0.6196** 0.4194**
10.抑 うつ症状T 0.3233** 0.4955** 0.4900** 0.4442**
ll.精神的疲労感 T 0.2550** 0.6196** 1.0000 0.4488**
12.身体的疲労感 T 0.3330** 0.4194** 0.4488** 1.0000
13.視機能低下感 T 0.1896** 0.2271** 0.2136** 0.2431**
14.胃腸自覚症状 T 0.2286** 0.3046** 0.3579** 0.3287**
15_頚肩腕自覚症状 T 0.2921** 0.2788** 0.2931** 0.3781**
16.背腰物自覚症状 T 0.2318** 0.1395** 0.1645** 0.2133**
17.自覚症状多愁訴傾向T 0ー4151** 0.5634** 0,5925** 0.6389**
18.既往歴体験 -0ー2186** 0.0612 0.0437 0.0282


































項 目 N-777 (100.0) 回答数 割 合
1.-晩睡眠をとれば大体回復する 人360 946.3
2.翌朝に前日の疲れをもちこすことがときどきある 285 36.7
3. 翌朝に前日の疲れをもちこすことがよくある 79 10.2
















指 標 (1986年) 1. 背 筋 力 2.撞 力 3. T C 値 4. GOT値(1982年) (1986年) (1986年) (1986年)
1.年齢 T -0.2513** -0.1082* 0.2155** 0.1009*
-2. 背筋力 (1982年) T 1,0000 0.6693** 0.0534 0.0054
3. 握力 (86年) T 0.6693** 1.0000 0.0564 -0.(氾28
4. 握力 (82年) T- 0.7019** 0.7754** 0.0292 -0.0172
5. 握力 (76年) T 0.7189** 0.8166** 0.0269 -0.0222
6. TC値 (86年) T 0.0534 0.0564 1.0000 0.0312
7. TC値 (76年) T 0.0218 0.0510 0.7867** -0_0021
8. GOT値 (86年) I 0.0054 -0.0028 -0.0312 1.0000
9. GOT値 (82年) I 0.0019 0.0185 0.0292 0.3510**
10.GOT値 (76年) T -0.0068 -0.0136 0.0311 0.5845**
ll.疲労感 (86年)T -0.0001 -0.0743 -0.0771 -0.0018
12.精神ストレス感 (86年)I -0.0291 -0.0375 0.0313 -0.(氾39
13.多愁訴傾向 (86年) T 0.0178 -0.0875* -0.0152 -0.0026
14.多愁訴傾向 (82年) I -0.1029* -0.0334 0.0415 -0.0204
15.胃腸症状 (86年) I 0.0259 -0.0157 -0.0590 -0.0097
16.頚肩腕症状 (86年) I 0.0091 -0.0385 0.0074 -0.0742
17.頚肩腕症状 (82年) T -0.1354** -0.0586 0.0055 -0.0307
18.背腰部症状 (86年) T 0.0253 -0.0049 -0.0264 -0.0585
19.背腰部症状 (82年) I -0.0507 0.0228 0.α)36 -0.0197
20.飲酒習慣 (86年) 0.1352** 0.1356** -0.0010 0.2037**



































所 属 部 局 N朗) 1. らくになった 2.かまつらない 3. きつくなった 4. N A
o 全 体 人 ¢ 人 ¢ 人 位 人 ¢ ^ %453 100.0 26 5.7 272 60.0 128 28.3 27 6.0
1. 工 務 局 159 100.0 11 6.9 99 62.3 38 23.9 11 6.9
2.編 集 局 65 100.0 2 3.1 47 72.3 12 18.5 4 6.2































項 目 N-453(100.0) は い し､し､ズ_ N.A
1. 新しい摸城の導入があった ^ @ 人 位 ^ %150 33.1 272 60.0 31 6.8
2. 新しいシステムの導入があった 138 30.5 285 62.9 30 6.6
3. 仕事の流れや作業内容が大きくかわつてきた 157 34.7 260 57.4 36 7.9
4.仕事の能率があがるようになってきた 163 36.0 230 50.8 60 13.2
5. 仕事のや り方が複雑になってきた 142 31.3 254 56.1 57 12.6
6. 蛍調 .反復 .定型的な仕事が多くなってきた 113 24.9 267 58.9 73 16.1
7. 残業が多くなってきた 120 26,5 258 57.0 75 16.6
8. 以前と全 くちがつた仕事になった 97 21.4 302 66.7 54 11.9
9. 人手が少なくなってきた 220 48.6 169 37.3 64 14.1
10.年休が消化しにくくなってきた 178 39.3 210 46.4 65 14.3
ll.仕事上の精神的ストレスが強くなってきた 159 35.1 239 52.8 55 12.1
12.仕事上の疲労感が強くなってきた 147 32.5 249 55.0 57 12.6
付表.2-3 仕事上のできごとをどう感じているか - その2(職場別 )
項 目 1. 工務局 2. 編集局 3.販売 .事業.出版(N- 169) 4.経理 .総務 .也(N- 53)(｢はい｣回答のみ) (N- 159) (N- 60)
1. 新しい機械の導入があった 74 14 48 1246.5 21.5 28.4 22.6
2.新しいシステムの導入があった 78 9 36 1349.1 13.8 21.3 24.5
3. 仕事の流れや作業内容が 77 12 52 14
大きくかわつてきた 48;4 18.5 30.8 26.4
4. 仕事の能率があがるように 68 15 66 14
なってきた 42.8 23.1 39.1 26.4
5. 仕事のや り方が複雑になってきた 46 14 67 1328.9 21.5 39.6 24.5
6.単調 .反復 .定型的な 55 7. 38 ll
仕事が多くなってきた 34.6 10.8 22.5 20.8
7. 残業が多 くなってきた○ 30 19 60 ll18.9 29.2 35.5 20.8
8. 以前と全くちがつた仕事になった 43 9 35 927.0 13.8 20.7 17.0
9. 人手が少なくなってきた 82 23 88 2451.6 35.4 52.1 45.3
10.年休が消化しにくくなってきた○ 54 20 87 1734.0 30.8 51.5 32.1
ll.仕事上の精神的ス トレスが 52 17 70 19
強 くなってきた 32.7 26.2 41.4 35.8
12.仕事上の疲労感が強 くなってきた 50 14 64 1831.4 21.5 37.9 34.0
13.従釆とほとんどかわらない 82 36 85 35























付表.2-4 疲労をどのように感じているか 一 全体
項 目 思 う 思わない -ど ち ら N.A男 .N-453(loo.0) でもない
1.仕事の姿勢で疲れが 45 272 119 17.
ひどいと思いますか 9.9 60.0 26.3 3,8
2. 仕事の動作で疲れが 41 287 107 18.
ひどいと思いますか 9.1 63.7 23.6 4.0
3.仕事で神経や感覚器の疲れが 118 198 121 16
ひどいと思いますか 26.0 43.7 26.7 3.5
4,仕事で精神的に 98 201 137 17
ひどく_疲れると思いますか 21.6 44.4 30.2 3.8
5.家事や育児で疲れが ll 340 56 46
ひどいと思いますか 2.4 75.1 12.4 10.2
6_家庭の問題で精神的に疲れが 18 342 76 17
上段 :人, 下段 :%
付表.215 疲労をどのように感L:ているか-職場別
項 目 1.工 務 局 2.編 集 局 3. 販 売 .事業 .出版(N-169) 4. 経 理 .総 務 .也(N-53)男 .(｢思う｣の回答のみ ) (N-159) (N-65)
1.仕事の婁勢で疲れが 24 3 14 3
ひどいと思いますか 15.1 ･4.6 8.3 5.7
2. 仕事の動作で疲れが . 23 3 12 2
ひどいと思いますか 14.5 4.6 7.1 3.8
3. 仕事で神経や感覚器の疲れが 57 10 38 12
ひどいと思し､ますか 35.8 15_4 22.5 22.6
4. 仕事で精神的に 27 8. 52 10
ひどく疲れると思いますか 17.0 12.3 30.8 18.9
5. 家事や育児で 4 1 5 1.
ひどいと思いますか○ 2.5 1.5 3,0 1.9
6. 家庭の問題で精神的に疲れが 3 3 10 2.
ひどいと思し､ますか 1.9 4.6 5.9 3.8














































指 標 (1985年 ) 人数 割合 備 考(N=453.男) 人 gu
1. 年 齢 T 279 61.6 40歳1-6マルチ31 ′レ
2.健康状態良好感 T 126 27.8





8. 業務負担感T 453 1-13マ′レチ
9. タイプA行動頓向 T 453 1-7マルチ
10.肝擬能(GOT)値T 22 4.9 40ⅠU′d137℃以上
ll.肝機能(GPT)値T 32 7.1 35ⅠU′dl37℃以上
12.総コレステロー ル(TC)値 T 89 19.6 220mg′dl以上
13.尿敷(UA)値 T 84 18.5 7mg′dl以上
14.尿鹿 T 43~ 9.5 +以上
15.高血圧傾向T 50 11.0 高 160mHg､ 低95mHg以上
16.高血圧境界領域 73 16.1 高139-159､低91-94nz7n
17.好ましい保健行動 453 1-18マ′レチ
18._マイナス保健行動 453 1-16マルチ20太/日以上






































指 標(1985年 ) 1. 健康状態 2. 健康状態 3. 疲労感 T 4. 蓄 積
( N -453) 良 好 感 不 良 療 疲労感 T
1.年 齢 T 0.0648 -0.0699 -0.0923 0.0717
2. 健康状態良好感 1.0000 -0.2355** -0.1745** -0.1265*
3, 健康状態不良感 -0.2355*+ 1.0000 0.2947** 0.2677**
4. 疲労感 T -0.1745** 0.2947** 1.0000 0.3631**
5. 蓄積疲労感T -0.1265*- 0_2677** 0.3631** 1.0000
6. 自覚症状多愁訴傾向 -0.3359** 0.4107** 0.3286** 0.3722**
7. 日常生活のいらいらT -0.1610** 0ー1904** 0.3575** 0.1975**
8. 業務負担感T -0.0829 0.1223* 0.3290** 0.1421*
9.-タイプA行動傾向T -0.0917 0.0271 0.0933 0.0236
10_肝楼能(GOT)値 T -0.0027 -0.0548 -0.0361 0.0058
ll.肝機能(GPT)値T -0.0173 0.0253 -0.0177 0.0340
12.総コレステロール(TC)値 T1 -0.0466 -0.0033 -0.0289 0.0247
13.尿酸(UA)値 T 0.0207 0.0416 0.0569 0.0682
14.尿糖 T -0.0834 -0.0093 -0.0677 0.0318





































-指 標(1985年 ) 1.好ましい 2. マイナス 3. 医 .秦 4. 喫煙行動( N -453) 保健行動 保健行動 -依存行動
1.年 齢 T 0.0911 -0.1198* 0.0305 - 0ー0910
2.健康状態良好感 0.1097* -0.0827 -0.0417 0.0092 p
3. 健康状態不良感 0.0172 0.0300 -0.0470 0.0548
4.疲労感 T -0.0594 0.1229* 0.0263 0.1125*
5. 蓄積疲労感 T -0.1773** 0.1916** 0.1599** 0.0696
6. 日登症状多愁訴傾向 -0.0875 0.1476** 0.0926 0.1791**
7. 日常生活のいらいらT 0.0005 0.1376* 0.0528 0.0470
8, 業務負担感T 0.0127 . 0.0042 0.0528 -0.0306
9. タイプA行動頓向T 0.0774 0.1226* 0.0103 ■0.0656
10ー 肝機能(GOT)値 T 0.0188 -0.0560 0.0243 -0.0128
ll.肝楼能(GPT)値 T -0.0220 -0.0323 0.0460 -0.0345
12.総コレステロール(TC)債 T 0.0045 -0.0596 -0.0323 -0.0213
13.尿酸 (ーUA)値 T -0.0713 0.0370 0.0232 -0.0654
14.尿糖 T 0.0668 -0.1223* 0ー0255 -0.0728~



























指 標 (1985年 ) 1. 工 務 局(N -159) 2. 編 集 局(N =65) 2. 販売 .事莱 .出 版(N -169) 4. 経理 .総杏 .也(N -53)
1, 年 齢 T -0_0278 0.0514 -0.0477 0.0484
2. 健康状態良好感 -0.0023 0.0129 0.0305 -0.0535
3. 健康状態不良感 0.0431 -0.0793 0.0239 -0.0009
4. 疲労感 T 0.0870 -0.1059 0.0296 -0.0631
5. 蓄積疲労感 T -0.0291 -0.0366 0.0713 -0.0114
6. 自覚症状多愁訴憤向 -0.0475 -0.0071 0.0025 0.0778
7. 日常生活のいらいらT -0.0113 -0.0614 0.0436 0.0230
8. 業務負担感 T 0.1821** -0.1928** 0.0319 -0.0949
9. タイプA行動頓向 T -0.2023** 0.1198* 0.1114* 0.0270
10.肝楼能(GOT)値 T 0.1136* -0.0339 -0.0893 -0.0225
ll.肝機能(GPT)値 T 0.0500 -0.0145 -0.0523 0.0012
12.総コレステロール(TC)値 T -0,1075 0.0195 0.0896 -0.0169
13.尿酸 (.UA)値 T 0_0895 -0.0495 -0.0392 -0.0772
14.尿糖 T -0.0330 0.0178 -0.0162 0.0614
15.高血圧傾向 -0.0526 0.0276 -0.0314 0.1020
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